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・議案等１０件を全会一致で可決
　市長から承認 件、報告❻件、議案❷件、議員から発議 件が提出されました。

・９人の議員が市政一般について質問
　要約した内容を５～１３ページに掲載しています。

・委員会審査
　常任委員会による議案の審査をしました。

▼議決結果一覧
議案番号 議 案 表 題 等 内　　　　容 付託委員会 結果

承認第４号
専決処分事項の承認を求めること
について（令和４年度潮来市一般
会計補正予算（第２号））

予算総額13,249,312千円とするもの
（38,570千円追加）

教育福祉経済
委員会 承認

報告第１号 繰越明許費繰越計算書について
（令和３年度一般会計）

令和3年度の予算を令和4年度に繰越

― 報告済

報告第２号 事故繰越し繰越計算書について
（令和３年度一般会計） ― 報告済

報告第３号 繰越計算書について
（令和３年度水道事業会計） ― 報告済

報告第４号 繰越計算書について
（令和３年度下水道事業会計） ― 報告済

報告第５号 一般財団法人潮来市開発公社の経
営状況について

令和3年度事業報告及び事業収支決算書
と令和4年度事業計画書及び事業収支予
算書を提出

― 報告済

報告第６号 株式会社いたこの経営状況について 令和3年度決算報告書及び令和4年度事
業計画書を提出 ― 報告済

議案第27号 潮来市介護保険条例の一部改正に
ついて 潮来市介護保険条例の一部を改正 教育福祉経済

委員会 原案可決

議案第28号 令和４年度潮来市一般会計補正予算
（第３号）

予算総額13,451,330千円とするもの
（202,018千円追加）

各所管
委員会 原案可決

発議第２号
原油価格・物価高騰等から市民の
生活を守る緊急対策を求める意見
書の提出について

地方自治法第99条の規定により提出 ― 原案可決

令和4年
第２回定例会

会期：5月31日～6月17日（18日間）
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主
に
次
の
も
の
に
使
わ
れ
ま
す
。

・
低
所
得
世
帯
（
ひ
と
り
親
）
特
別
臨
時
給
付
金
事
業
費

補
助
金

１
，８
９
０
万
円

・
低
所
得
世
帯
（
そ
の
他
の
世
帯
）
特
別
臨
時
給
付
金
事

業
費
補
助
金

１
，６
１
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
で
、
困
窮

す
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
そ
の
実
情
を
踏
ま

え
た
生
活
支
援
を
行
う
。
児
童
一
人
あ
た
り
一
律
5
万
円

を
支
給
す
る
も
の
。

主
に
次
の
も
の
に
使
わ
れ
ま
す
。

・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
業
務
代
行
委
託
料

２
，８
２
３
万
２
千
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
伴

い
、
諸
経
費
の
予
算
が
不
足
す
る
見
込
み
と
な
る
た
め
増

額
補
正
さ
れ
る
。

　

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
と
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
潮
来
市
が
ガ

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
際
の
経
費
。

問　
児
童
一
人
当
た
り
５
万
円
給
付
の
支
給
時
期
を
伺
う
。

答　

申
請
不
要
な
令
和
4
年
4
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
受

給
者
へ
は
、
６
月
24
日
に
支
払
う
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
家
計
が
急
変
し
た
等
、
申
請
が
必
要
な
世
帯
は
、

６
月
下
旬
か
ら
申
請
受
付
を
開
始
し
、
７
月
下
旬
頃
か
ら

随
時
支
払
う
予
定
。

問　

支
給
時
期
を
少
し
で
も
早
く
で
き
な
い
の
か
。

答　

６
月
２
日
に
申
請
不
要
の
方
へ
、
給
付
金
の
案
内
通

知
を
し
た
。
こ
ち
ら
の
方
へ
の
支
給
は
、
支
給
を
受
け
る

意
思
確
認
の
た
め
、一
定
の
辞
退
届
出
期
間
を
設
け
る
必
要

が
あ
る
。給
付
金
の
手
続
き
等
を
ご
理
解
お
願
い
し
た
い
。

問　

振
込
に
関
し
て
、
間
違
い
は
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。

答　

担
当
者
を
複
数
配
置
し
、
対
象
者
の
把
握
や
振
込
作

業
等
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
ミ
ス
が
な
い
よ
う
に

注
意
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
る
。

問　

郵
送
料
18
万
６
千
円
の
内
容
を
伺
う
。

答　

子
宮
頸
が
ん
予
防
の
た
め
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
や
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
の
個
別
勧
奨
の
た
め
の
郵
便
料
と
な
る
。

　

内
訳
は
、
中
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生
の
対
象
者
約

３
０
０
人
に
対
し
、
郵
送
料
一
通
２
０
０
円
で
、
計
６

万
円
。
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接
種
機
会
を
逃

し
た
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
者
約
９
０
０
人
に
対

し
、
郵
送
料
一
通
１
４
０
円
で
、
計
12
万
６
千
円
。
中
学

生
分
と
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
者
分
、
合
わ
せ
て
18
万
６

千
円
。

問　

送
付
物
の
種
類
は
？

答　

中
学
生
は
、
情
報
提
供
資
材
や
予
診
票
・
同
意
書
３

点
。
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
者
は
、
情
報
提
供
資
材
と
予

診
票
の
み
。

　

※
16
歳
以
上
は
同
意
書
の
提
出
は
不
要

問　

小
学
６
年
生
と
高
校
１
年
生
の
対
応
は
？

答　

小
学
６
年
生
約
１
０
０
名
は
、
情
報
提
供
資
材
の
み

の
提
供
を
考
え
て
い
る
た
め
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算
で

対
応
可
能
。
尚
、
標
準
的
な
接
種
年
齢
と
さ
れ
て
い
る
中

学
１
年
生
に
は
、
毎
年
の
個
別
勧
奨
を
予
定
し
て
い
る
。

最
終
勧
奨
に
な
る
高
校
１
年
生
相
当
の
方
に
は
、
早
め
の

周
知
が
必
要
と
考
え
令
和
３
年
度
末
に
情
報
提
供
資
材
や

予
診
票
・
同
意
書
を
郵
送
し
て
い
る
。

承認第４号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（
令
和
４
年
度
潮
来
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
））

承認第４号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（
令
和
４
年
度
潮
来
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
））

議案第28号

令
和
４
年
度
潮
来
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

議
案
等
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

議
案
質
疑

議案第28号

令
和
４
年
度
潮
来
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

令
和
4
年
第
2
回
定
例
会
／

  

議
案
結
果
一
覧
・
議
案
質
疑

一
般
質
問

委
員
会
審
査

令
和
4
年
第
3
回
臨
時
会
／

  

国
へ
意
見
書
を
提
出

そ
の
他
の
議
員
活
動
／

  

自
治
功
労
者
表
彰
・
議
会
の
動
き
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一般通告質問とは、議員が市長などの執行機関に対して、事務の執行状況や将来に対する方針などに質問をした
り、報告や説明を求めること。
※ 質問は議員本人からの寄稿により、発言順に掲載しています。各議員の写真は、一般質問当日の様子を写したものです。

白抜きの数字は主な質問を要約して次頁から
掲載されるものです。
5ページから13ページにありますＱＲコード
（議員氏名隣）を読み取ると、映像で視聴い
ただけますので、ぜひご覧ください。

一般通告質問

平田　健三 議員　P7
1　移住・定住事業の強化を図れ！
2　シルバー人材センターの取組み強化を！
3　自治会の支援強化を図れ！
4　認知症対策の強化を！

今泉　利拓 議員　P5
1　 日本一の水路のまち整備事業について
2　 日本一の水路のまちの整備を進めていく

にあったての基本姿勢について
3　 水路の整備に合わせて、水路の堤を含め

た周辺にメリハリのついた自然保護と景
観整備を

志村　一 議員　P6
1　潮来市への定住促進について
　　－旧牛堀町は過疎地域に－
2　 令和4年度に撤去される予定であった「牛
堀町民プール」について

　　－20年以上放置されている牛堀町民プール－
3　 新たな潮来市公共交通計画の策定による高
齢者タクシーの利便性について

　　－使い勝手のよい高齢者タクシーを目指して－

阿部　慶介 議員　P8
1　 AEDに三角巾を設置して女性のプライバ
シー保護を！

2　 人工芝！スポーツ観光としての前川運動公
園サッカー場の活用方法は？

3　 グローバル化の今、潮来市の子供たちが英
語を話せる環境を！

飯島　康弘 議員　P9
1　過疎地域に対する市の考えについて
　　－ 過疎債を活用し、かすみの郷公園に照明

施設を－
2　マイナンバー制度について
　　－ 正しい情報と知識でより良い行政サービ

スを－

佐々木　徹 議員　P10
1　 行政の運営上大きな役割を担っている自治
会であるが、特に日の出地区における加入
率の低下は顕著であり、存続の危機に直面
している

2　 長期計画が大半となっている日本一の水路
のまち

石田　裕二 議員　P11
1　 潮来市の象徴である「あやめ園」を、さら
に市民の誇りとなる取り組みを！

2　 過疎地域に指定された牛堀地区の活性化に
ついて

3　 地域コミュニティの復活、活性化につい
て！

兼平　直紀 議員　P12
1　過疎地域指定（旧牛堀町）をチャンスに！
2　めざせ10億、ふるさと納税！！
3　 アントラーズスタジアム誘致に手を挙げた
のか！

田崎　清 議員　P13
1　第71回あやめまつりについて
2　 原市政において、２人目となる県から出向
の建設部長と県とのパイプについて
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質問者 　今
いま

泉
いずみ

利
とし

拓
ひろ 気になるQ&A

問　

水
路
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

前
川
の
曲
松
下
地
区
一
帯
の
自
然
保

護
が
大
事
。
市
民
プ
ー
ル
か
ら
道
の

駅
に
か
け
て
の
堤
に
潮
来
市
の
木
、

ポ
プ
ラ
並
木
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

総
務
部
長

　

南
幹
線
用
水
路
に
か
か
る
管
理
用

地
で
も
あ
る
た
め
、
ポ
プ
ラ
な
ど
植

栽
の
際
に
は
協
議
が
必
要
。
今
後
、

水
路
管
理
者
に
意
見
を
も
ら
い
な
が

ら
、
水
辺
の
景
観
づ
く
り
の
具
体
化

に
つ
な
げ
て
い
く
。

問　

道
の
駅
か
ら
米
島
橋
に
か
け
て

南
幹
線
用
水
路
の
水
路
沿
い
の
堤

に
、
出
来
る
だ
け
自
然
を
残
し
、
釣

り
客
な
ど
遠
来
の
方
た
ち
に
潮
来
の

自
然
を
満
喫
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
。
自
然
が
豊
か
で
あ
れ
ば
、
潮
来

市
の
鳥
「
よ
し
き
り
」
の
さ
え
ず
り

が
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
か

が
な
も
の
か
、
執
行
部
の
考
え
を
お

聞
き
し
た
い
。

答　

総
務
部
長

　

国
や
外
部
機
関
か
ら
お
墨
付
き
を

も
ら
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、

「
日
本
一
の
水
路
の
ま
ち
」
の
事
業

を
進
め
る
中
で
、
皆
様
か
ら
「
日
本

一
の
水
郷
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

水
路
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

水
質
の
浄
化
が
必
要
。
水
質
浄
化
の

た
め
に
は
、
水
路
の
水
を
動
か
す
、

流
れ
を
作
る
。
用
排
水
機
場
を
持
つ

国
や
地
元
の
土
地
改
良
区
等
の
協
力

が
必
要
に
な
る
が
。

答　

総
務
部
長

　

日
本
一
の
水
路
の
ま
ち
基
本
計
画

に
お
い
て
、
水
質
浄
化
の
方
法
等
も

記
載
し
て
い
る
。
処
理
方
法
の
選
定

は
、
前
川
や
南
幹
線
用
水
路
の
特
性

等
に
応
じ
た
効
果
的
な
も
の
を
研
究

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
河
川
や
水

路
管
理
者
の
皆
様
に
対
し
て
協
力
を

求
め
て
い
く
。

答　

総
務
部
長

　

道
の
駅
い
た
こ
か
ら
米
島
橋
に
か

け
て
、
北
側
は
農
地
の
緑
が
広
が
っ

て
お
り
、
南
側
は
笹
竹
が
繁
茂
し
、

自
然
堤
防
の
名
残
を
残
し
て
い
る
。

用
水
路
沿
い
の
自
然
を
生
か
し
た
魅

力
づ
く
り
を
研
究
し
、
水
辺
の
景
観

づ
く
り
の
具
体
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

問　
ポ
プ
ラ
並
木
に
つ
い
て
は
、
執
行

部
の
皆
さ
ん
の
ご
賛
同
を
大
い
に
期
待

し
た
い
。
ポ
プ
ラ
並
木
の
空
間
に
花
を

咲
か
せ
る
。
執
行
部
の
考
え
に
賛
成
。

花
の
中
で
も
自
分
の
力
で
花
を
咲
か
せ

る
水
仙
、
菜
の
花
、
蓮
華
、
カ
キ
ツ
バ

タ
等
を
選
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う

が
。

答　

総
務
部
長

　

専
門
家
に
意
見
を
も
ら
い
な
が

ら
、
市
民
協
働
の
中
で
進
め
て
研
究

し
て
い
く
。

答　

市
長

　

ポ
プ
ラ
の
木
は
大
き
く
な
る
と
倒

れ
や
す
い
。
近
く
に
住
ん
で
い
る
市

民
の
方
々
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
聞

い
た
上
で
進
め
て
い
き
た
い
。
本
年

度
中
に
し
っ
か
り
と
選
定
を
し
て
い

き
た
い
。

問　

水
路
の
ま
ち
の
範
囲
は
市
内
の

ど
の
あ
た
り
か
？

答　

総
務
部
長

　

本
計
画
の
中
核
と
な
し
、
重
点
的

に
事
業
を
進
め
る
区
域
と
な
る
潮
来

大
橋
か
ら
前
川
水
門
ま
で
の
北
利
根

川
区
域
（
約
５
０
０
ｍ
）、
前
川
水

門
か
ら
大
洲
閘
門
ま
で
の
前
川
区
域

（
約
３
，０
０
０
ｍ
）、
大
洲
閘
門
か

ら
米
島
閘
門
ま
で
の
南
幹
線
用
水
路

区
域
（
約
４
，０
０
０
ｍ
）
の
３
区

分
で
構
成
し
て
い
る
。
総
延
長
は
約

７
，５
０
０
ｍ
。

問　
「
日
本
一
」
と
呼
ぶ
か
ら
に
は

「
日
本
一
」
に
つ
い
て
、
ど
こ
か
ら

か
お
墨
付
き
を
も
ら
っ
て
い
る
の
か

ど
う
か
。

水
路
の
整
備
に
合
わ
せ

て
、
水
路
の
堤
を
含
め

た
周
辺
に
メ
リ
ハ
リ
の

つ
い
た
自
然
保
護
と
景

観
整
備
を

日
本
一
の
水
路
の
ま
ち

の
整
備
を
進
め
て
い
く

に
あ
た
っ
て
の
基
本
姿

勢
に
つ
い
て

日
本
一
の
水
路
の
ま
ち

整
備
事
業
に
つ
い
て

一
般
質
問

委
員
会
審
査

令
和
4
年
第
2
回
定
例
会
／

  

議
案
結
果
一
覧
・
議
案
質
疑

令
和
4
年
第
3
回
臨
時
会
／

  

国
へ
意
見
書
を
提
出

そ
の
他
の
議
員
活
動
／

  

自
治
功
労
者
表
彰
・
議
会
の
動
き
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問　

新
た
な
潮
来
市
公
共
交
通
計
画

の
策
定
に
よ
る
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
の

利
便
性
に
つ
い
て
何
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
の
か
具
体
的
に
伺
う
。

答　

総
務
部
長

　

今
回
、
４
月
か
ら
１
回
の
乗
車
の

助
成
を
５
０
０
円
か
ら
初
乗
り
料
金

の
７
４
０
円
に
拡
大
し
た
。

再
問
「
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
券
を

1
回
に
つ
き
2
枚
ま
で
使
え
る
よ
う

に
す
る
」
こ
の
提
案
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

総
務
部
長

　

潮
来
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
お

い
て
、
地
域
の
状
況
や
社
会
情
勢
に

変
化
し
た
場
合
に
お
い
て
は
見
直
す

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
提
案
い
た
だ

い
た
内
容
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に

も
、
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
を
生
か
し
、
年
度
ご
と
に
改

善
し
て
は
ど
う
か
、
こ
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

市
民
福
祉
部
長

　

助
成
券
の
裏
面
の
利
用
者
記
載
欄

を
大
き
く
し
、
見
や
す
さ
と
書
き
や

す
さ
を
向
上
さ
せ
た
。
利
用
の
手
引

き
は
、
利
用
状
況
に
合
わ
せ
て
、
説

明
文
の
強
弱
や
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し

て
分
か
り
や
す
く
改
善
。
今
後
も
高

齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
目
線
に
立

ち
、
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改
善

し
て
い
き
た
い
。

問　
「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の

支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の

「
過
疎
対
策
事
業
債
」
を
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
活
用
し
、
進
め
て
い
く

の
か
伺
う
。

答　

総
務
部
長

　

現
在
、
潮
来
市
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
素
案
策
定
に
向
け
た
事

業
の
洗
い
出
し
等
、
庁
内
の
調
整
を

図
っ
て
い
る
。
過
疎
債
の
具
体
的
な

活
用
は
、
計
画
の
策
定
を
踏
ま
え
、

事
業
を
精
査
し
た
上
で
起
債
協
議
へ

と
進
ん
で
い
き
た
い
。

問　

過
去
3
年
間
で
の
潮
来
市
へ
の

定
住
者
は
何
人
い
た
の
か
伺
う
。

答　

総
務
部
長

　

若
年
世
帯
定
住
促
進
事
業
の
実
績

だ
と
、
市
外
か
ら
の
転
入
者
は
令
和

元
年
度
54
人
14
世
帯
、
令
和
２
年
度

49
人
14
世
帯
、
令
和
３
年
度
39
人
12

世
帯
、
３
年
間
で
１
４
２
人
40
世
帯

が
定
住
し
て
い
る
。

問　

定
住
者
を
増
や
す
た
め
に
も
市

営
の
定
住
促
進
住
宅
（
賃
貸
住
宅
）

の
建
設
・
設
備
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

建
設
部
長

　

定
住
促
進
住
宅
の
建
設
は
、
潮
来

市
の
将
来
人
口
、
公
営
住
宅
や
民
間

住
宅
、
ア
パ
ー
ト
の
空
き
状
況
、
利

用
意
向
等
を
調
査
し
な
が
ら
、
慎
重

に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　
「
住
み
た
い
ま
ち
潮
来
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
潮
来
市
へ
の
定
住
促

進
Ｐ
Ｒ
活
動
を
全
国
的
に
広
め
て
は

ど
う
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

総
務
部
長

　

移
住
定
住
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
、
潮
来
暮
ら
し
等
、
当
市
の
魅
力
や

移
住
者
の
声
な
ど
発
信
し
て
い
る
。
今

後
は
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
き
、
移

住
定
住
を
促
進
す
る
上
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
見
定
め
、
地
域
の
魅
力
を
再
認
識

し
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
。

再
問　

若
年
世
代
定
住
促
進
助
成
金

事
業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
予
算

に
達
し
次
第
受
付
終
了
と
あ
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

建
設
技
監

　

補
助
金
の
枠
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る

と
締
め
切
っ
て
い
る
現
状
。
た
だ

し
、
今
年
度
、
そ
の
枠
に
入
ら
な

か
っ
た
場
合
は
来
年
度
に
応
募
可
能
。

問　

令
和
4
年
度
に
撤
去
さ
れ
る
予

定
の
「
牛
堀
町
民
プ
ー
ル
」
を
本

年
度
撤
去
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

総
務
部
長

　

牛
堀
出
張
所
跡
地
と
旧
牛
堀
町
民

プ
ー
ル
を
一
体
的
に
捉
え
、
水
辺
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
活
用
の
研
究

を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
過
疎
債
を

利
用
し
た
利
活
用
が
行
え
な
い
か
ど

う
か
検
討
を
し
た
い
こ
と
か
ら
撤
去

を
見
合
わ
せ
た
。

問　

今
後
の
「
牛
堀
町
民
プ
ー
ル
」

撤
去
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

総
務
部
長

　

過
疎
債
等
に
よ
る
利
用
も
含
め
検

討
、
プ
ー
ル
を
利
活
用
す
る
見
込
み

が
な
い
場
合
に
は
撤
去
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　
「
牛
堀
町
民
プ
ー
ル
」
撤
去
ま

で
の
建
物
管
理
（
植
木
の
剪
定
・
除

草
等
）
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

答　

総
務
部
長

　

周
辺
の
景
観
維
持
や
防
犯
・
防
災

の
観
点
か
ら
も
解
体
す
る
ま
で
は

引
き
続
き
見
回
り
等
を
行
う
と
と
も

に
、
草
刈
り
等
を
は
じ
め
と
す
る
維

持
管
理
に
努
め
る
。

質問者 　志
し

村
むら

一
はじめ一般通告質問

テ
キ
ス
ト

テ
キ
ス
ト

令
和
4
年
度
に
撤
去
さ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
「
牛
堀

町
民
プ
ー
ル
」
に
つ
い
て

―
閉
鎖
さ
れ
て
20
年
以
上
経
過

し
て
い
る
牛
堀
町
民
プ
ー
ル
―

テ
キ
ス
ト

テ
キ
ス
ト

新
た
な
潮
来
市
公
共
交
通
計

画
の
策
定
に
よ
る
高
齢
者
タ

ク
シ
ー
の
利
便
性
に
つ
い
て

―
使
い
勝
手
の
よ
い
高
齢
者

タ
ク
シ
ー
を
目
指
し
て
―

潮
来
市
へ
の
定
住
促
進

に
つ
い
て

―
旧
牛
堀
町
は
過
疎
地

域
に
―
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ク
ス
等
に
上
限
５
万
円
を
補
助
。
鹿

嶋
市
は
、
補
助
な
し
。
神
栖
市
は
、

集
積
ボ
ッ
ク
ス
等
に
２
分
の
１
、
上

限
５
万
円
を
補
助
。
ネ
ッ
ト
の
貸
し

出
し
は
無
料
。
鉾
田
市
は
、
補
助
な

し
。

問　

区
長
会
の
要
望
で
あ
る
負
担
金

の
軽
減
を
。

答　

市
民
福
祉
部
長

　

自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
方
や
区

に
加
入
し
て
い
る
方
の
み
が
負
担
し

て
い
る
と
い
う
感
じ
が
取
ら
れ
て
い

る
。
今
後
、
不
公
平
感
解
消
に
向
け

て
、
日
本
赤
十
字
社
資
、
社
会
福
祉

協
議
会
費
に
は
使
い
道
等
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
広
報
を
強
化
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後

も
日
本
赤
十
字
社
や
社
会
福
祉
協
議

会
と
協
議
し
な
が
ら
、
未
加
入
者
も

加
入
者
も
不
公
平
感
の
な
い
集
め
方

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

道
に
迷
っ
て
い
る
方
の
早
期
保

護
の
対
策
は
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

潮
来
市
で
は
、
徘
徊
の
見
ら
れ
る

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
に
、

行
方
不
明
時
に
早
期
発
見
す
る
た

め
、
潮
来
市
徘
徊
高
齢
者
家
族
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
、
徘
徊
探

答　

市
民
福
祉
部
長

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
へ
の
市
の

支
援
は
、
高
齢
者
の
多
様
な
就
労

機
会
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
、
潮
来

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
情
報
共
有
し
な
が
ら
支
援
の
内

容
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
ゴ
ミ
集
積
場
の
散
乱
防
止
や
ゴ
ミ

集
積
ボ
ッ
ク
ス
等
に
補
助
し
て
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

市
内
に
は
約
１
３
３
０
か
所
の
集

積
所
が
あ
り
、
各
集
積
所
の
利
用

者
の
方
々
で
維
持
管
理
、
清
掃
等
を

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
カ
ラ
ス
や

猫
等
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
防
止
は
、

市
販
さ
れ
て
い
る
鳥
獣
よ
け
の
黄
色

ネ
ッ
ト
を
貸
出
し
し
て
い
る
。
貸
し

出
し
た
ネ
ッ
ト
で
の
効
果
検
証
等
が

済
ん
だ
後
に
返
却
を
し
て
い
た
だ

き
、
集
積
所
利
用
者
自
ら
同
様
の

ネ
ッ
ト
を
購
入
し
、
対
応
し
て
も
う

よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。
ご
み
集
積

ボ
ッ
ク
ス
、
収
納
庫
等
の
購
入
補
助

は
、
近
隣
の
市
町
村
の
状
況
を
含
め

研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

近
隣
市
町
村
の
補
助
等
の
対
応

は
？

答　

環
境
課
長

　

行
方
市
は
、
ネ
ッ
ト
、
収
納
ボ
ッ

知
機
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い

る
。

再
問　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と

登
録
情
報
が
見
ら
れ
る
取
り
組
み
が

あ
る
が
、
潮
来
市
は
？

答　

高
齢
福
祉
課
長

　

潮
来
市
で
も
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
認
知

症
の
方
の
情
報
を
事
前
に
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
反
射
付
の
シ
ー
ル
を
配

り
、
そ
れ
を
日
頃
履
く
靴
や

等
に

取
り
付
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問　

消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会

の
設
置
を
。

答　

環
境
経
済
部
長

　

消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会

は
、
消
費
者
安
全
の
確
保
の
た
め
、

地
方
公
共
団
体
に
設
置
で
き
る
見
守

り
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
認
識

し
て
い
る
。
潮
来
市
は
、
現
在
は
設

置
に
至
っ
て
い
な
い
。
認
知
症
に
関

す
る
相
談
が
年
々
増
え
続
け
る
等
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
判
断
力
の
低
下

を
背
景
と
し
た
消
費
者
被
害
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ

ら
な
る
対
策
強
化
が
必
要
と
考
え

る
。
今
後
は
、
既
に
設
置
し
て
い
る

自
治
体
の
先
行
事
例
等
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問　
移
住
体
験
ツ
ア
ー
の
取
り
組
み
は
？

答　

総
務
部
長

　

令
和
4
年
度
の
移
住
体
験
ツ
ア
ー

は
、
日
帰
り
の
体
験
ツ
ア
ー
を
予

定
。
現
在
、
ツ
ア
ー
内
容
を
含
め
、

業
者
選
定
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
。

答　

総
務
部
長

　

移
住
相
談
窓
口
は
、
現
在
、
市
長

公
室
企
画
調
整
課
で
行
っ
て
い
る
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
設
置

は
、
今
後
、
問
い
合
わ
せ
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
取
り
組
み

を
検
討
し
て
は
？

質問者 　平
ひら

田
た

健
けん

三
ぞう 気になるQ&A

移
住
・
定
住
事
業
の
強

化
を
図
れ
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
取
組
み
強
化
を
！

自
治
会
の
支
援
強
化
を

図
れ
！

認
知
症
対
策
の
強
化
を
！

一
般
質
問

委
員
会
審
査

令
和
4
年
第
2
回
定
例
会
／

  

議
案
結
果
一
覧
・
議
案
質
疑

令
和
4
年
第
3
回
臨
時
会
／

  

国
へ
意
見
書
を
提
出

そ
の
他
の
議
員
活
動
／

  

自
治
功
労
者
表
彰
・
議
会
の
動
き
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考
え
て
い
る
の
か
、
教
育
長
と
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
の
経
験
を
持
つ
学

校
教
育
課
長
に
お
聞
き
し
た
い
。

答　

教
育
長

　

英
語
教
育
は
、
国
の
学
習
指
導
要

領
が
あ
る
。
そ
れ
を
順
守
し
て
指

導
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
授
業
だ
け

で
は
足
り
な
い
た
め
小
学
校
の
場
合

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
採
用
し
、
担
任
の
先
生
と

チ
ー
ム
を
組
み
指
導
。
ま
た
、
英
語

の
授
業
以
外
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
一
緒
に
遊

ぶ
時
間
も
設
け
て
い
る
。
で
き
る
だ

け
多
く
の
時
間
、
英
語
を
子
供
た
ち

の
耳
に
入
れ
、
そ
し
て
、
子
供
た
ち

の
口
か
ら
発
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
学
校

の
中
に
培
っ
て
い
き
た
い
。

答　

学
校
教
育
課
長

　

こ
れ
ま
で
中
学
生
、
高
校
生
の
海

外
派
遣
に
携
わ
っ
て
き
た
。
派
遣

生
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と
の
交
流
を

見
て
順
応
が
早
い
と
感
じ
た
。
英
語

の
勉
強
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
い
い

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
と
お
り
で
あ

り
、
重
要
だ
と
考
え
る
。

問　

３
〜
５
歳
の
プ
リ
ス
ク
ー
ル
、

主
に
英
語
で
保
育
を
行
う
施
設
が
潮

来
に
も
必
要
だ
と
思
う
が
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

幼
児
期
か
ら
英
語
等
の
語
学
に
触

れ
る
こ
と
は
発
音
や
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
認
識
で
き
、
児
童
が
外
国

語
に
な
れ
親
し
む
き
っ
か
け
に
な
る

と
考
え
る
が
、
保
育
時
間
を
全
て
英

語
で
過
ご
す
プ
リ
ス
ク
ー
ル
は
、
認

定
こ
ど
も
園
や
保
育
所
等
と
違
っ
た

施
設
の
た
め
今
後
そ
の
必
要
性
等
を

調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

市
内
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
中
に
三
角
巾
と

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
収
納
さ
れ
て
い
る
か
？

答　

総
務
部
長

　

現
在
、
市
公
共
施
設
に
設
置
し
て

い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
三
角
巾
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
と
も
収
納
し
て
い
な
い
。

問　

取
手
市
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
女

性
が
倒
れ
た
際
、
肌
を
出
さ
な
く

て
は
い
け
な
い
た
め
、
た
め
ら
っ
た

と
の
理
由
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
わ
な
か
っ

た
。
三
角
巾
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

も
あ
る
が
、
止
血
や
患
部
を
固
定
す

る
使
い
方
も
あ
る
。
潮
来
市
に
も
必

要
で
は
。
収
納
し
て
い
な
い
な
ら
収

納
を
提
案
す
る
が
？

答　

総
務
部
長

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
い
う
点
で
は

処
置
テ
ン
ト
等
も
あ
る
が
、
三
角
巾
を

使
用
す
れ
ば
収
納
ス
ペ
ー
ス
も
取
ら
ず

に
配
備
で
き
る
。
現
在
設
置
し
て
い
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
収
納
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
か
ど

う
か
確
認
し
、
検
討
し
て
い
く
。

答　

市
長

　

で
き
る
だ
け
早
く
収
納
ス
ペ
ー
ス

を
確
認
し
、
整
備
し
て
い
く
。

問　

今
後
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
市

内
、
市
外
の
方
と
の
交
流
拠
点
の
場

と
な
る
と
思
う
が
い
か
が
か
？

答　

教
育
部
長

　

前
川
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
竣
工

記
念
大
会
「
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
潮
来

カ
ッ
プ
」
を
開
催
。
他
に
も
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
や
中
学
校
、
社
会
人
の

リ
ー
グ
戦
、
高
校
サ
ッ
カ
ー
の
関
東

大
会
県
予
選
等
の
公
式
戦
を
誘
致
。

ま
た
、
光
栄
な
こ
と
に
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
県
予
選
準
々
決
勝
の
会
場
に
も
選

定
さ
れ
た
。
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
た
交

流
拠
点
と
し
、
市
内
外
の
多
く
の

方
々
の
利
用
が
交
流
人
口
の
増
加
、地

域
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
こ
の
サ
ッ
カ
ー
場
を
ど
う
活
用
し

て
い
く
の
か
？
活
用
の
仕
方
次
第
で
レ

ベ
ル
の
高
い
大
会
を
開
く
こ
と
が
出
来

れ
ば
参
加
者
や
来
ら
れ
た
方
々
に
市
の

Ｐ
Ｒ
に
な
る
と
思
う
が
？

答　

教
育
部
長

　

市
民
の
日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
活

用
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
高
校
サ
ッ

カ
ー
等
の
主
要
大
会
を
数
多
く
誘
致

し
知
名
度
を
向
上
さ
せ
る
。
保
護
者

や
関
係
者
が
多
数
来
場
す
る
の
で
、

買
い
物
、
飲
食
、
宿
泊
な
ど
経
済
効

果
に
も
寄
与
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

各
種
大
会
の
予
定
は
？

答　

教
育
部
長

　

多
く
の
大
会
が
既
に
開
催
さ
れ
、

夏
休
み
に
は
全
国
の
強
豪
チ
ー
ム
が

参
加
す
る
、
鹿
嶋
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
会
場
及
び
宿
泊
先
と
し

て
利
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
県
西
の
高

校
の
合
宿
や
Ｊ
リ
ー
グ
関
係
の
大
会

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
秋
か
ら
来
春

に
向
け
て
の
誘
致
も
進
め
て
い
く
。

問　

英
語
の
習
得
は
早
け
れ
ば
早
い

ほ
ど
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
市
の

見
解
は
？

答　

教
育
部
長

　

小
学
校
低
学
年
は
、
英
語
に
親
し

み
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
で
、
学
習

意
欲
の
向
上
や
苦
手
意
識
の
克
服
、

英
語
を
話
す
こ
と
の
恥
ず
か
し
さ
の

軽
減
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
英
語
に

関
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
、
英
語

に
よ
る
実
践
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
と
国
際
理
解
教
育
等

の
推
進
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問　

今
後
、
潮
来
市
の
子
供
た
ち
が

英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
る
に
は
ど

う
教
育
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

質問者 　阿
あ

部
べ

慶
けい

介
すけ一般通告質問

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
三
角
巾
を
設

置
し
て
女
性
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
を
！

人
工
芝
！
ス
ポ
ー
ツ
観

光
と
し
て
の
前
川
運
動

公
園
サ
ッ
カ
ー
場
の
活

用
方
法
は
？

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
今
、
潮

来
市
の
子
供
た
ち
が
英
語

を
話
せ
る
環
境
を
！
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向
上
に
繋
が
り
ま
す
。
現
在
の
交
付

状
況
は
？

答　

市
民
福
祉
部
長

問　

取
組
と
課
題
は
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

市
役
所
で
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
、
出

張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。
申
請

サ
ポ
ー
ト
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

発
信
。
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
は
、
か

し
、
そ
の
後
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
実
施
を
予
定
。
ま
た
、
茨
城
県
と

協
議
を
行
い
、
９
月
の
定
例
会
で
市

議
会
の
議
決
を
諮
り
た
い
。
過
疎
債

の
具
体
的
な
活
用
は
、
計
画
の
策
定

を
踏
ま
え
事
業
を
精
査
し
た
上
で
、

起
債
協
議
へ
と
進
ん
で
い
き
た
い
。

問　

過
疎
債
に
つ
い
て
は
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
？

答　

総
務
部
長

　

過
疎
債
は
、
充
当
率
１
０
０
％
、

元
利
償
還
金
の
70
％
が
普
通
交
付
税

で
措
置
さ
れ
る
地
方
債
で
、
ハ
ー
ド

事
業
、
ソ
フ
ト
事
業
に
活
用
可
能
。

有
利
な
財
政
支
援
措
置
と
し
て
活
用

し
て
い
き
た
い
。

問　

過
疎
債
を
活
用
し
、
か
す
み
の

郷
公
園
に
照
明
環
境
を
整
備
し
、
地

域
を
明
る
く
、
新
た
な
市
民
の
交
流

の
場
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

答　

教
育
部
長

か
す
み
の
郷
公
園
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
、

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

等
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
。
市
民
の
交
流
の
場
、
健
康

増
進
の
視
点
か
ら
も
照
明
設
備
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
利
活
用
の
幅
が
広
が

る
と
考
え
る
。
今
後
、
利
用
者
の
意
見

等
を
伺
い
、
全
体
整
備
計
画
の
中
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　

カ
ー
ド
取
得
は
市
民
の
利
便
性

す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
地
区
公

民
館
、
市
内
外
の
事
業
所
及
び
高
校

で
実
施
。
ま
た
、
５
月
か
ら
９
月
ま

で
の
第
４
日
曜
日
に
は
、
ベ
イ
シ
ア

に
も
仮
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
課
題

は
、
ま
だ
５
割
弱
の
方
が
申
請
し
て

い
な
い
こ
と
や
６
か
月
以
上
前
に
申

請
さ
れ
た
方
の
受
け
取
り
が
進
ん
で

い
な
い
こ
と
。

問　
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り

と
情
報
を
把
握
し
、
市
民
に
わ
か
り
や

す
い
説
明
が
で
き
る
よ
う
求
め
る
が
。

答　

総
務
部
長

　

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
登
録
を

行
っ
た
方
に
７
，
５
０
０
円
相
当

の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
、
さ
ら
に
公
金

受
け
取
り
口
座
の
登
録
を
行
っ
た
方

に
７
，
５
０
０
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
、
こ
れ
ら
が
６
月
30
日
木
曜

日
か
ら
開
始
さ
れ
る
こ
と
を
把
握
し

て
い
る
。
こ
の
情
報
は
、
総
務
省
か

ら
発
令
さ
れ
た
文
書
を
市
民
課
と
共

有
し
、
庁
内
で
情
報
共
有
、
ひ
い
て

は
市
民
へ
の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い

る
。
直
近
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
登
録
及

び
公
金
受
取
口
座
登
録
に
係
る
ポ
イ

ン
ト
付
与
に
関
し
て
、
総
務
省
か
ら

発
令
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込

み
の
際
の
注
意
点
等
を
窓
口
で
配
布

し
た
ほ
か
、
広
報
「
い
た
こ
」
情
報

版
や
広
報
「
い
た
こ
」
７
月
号
で
も

案
内
を
す
る
予
定
。

問　

現
状
を
把
握
し
て
い
る
の
か
？

答　

総
務
部
長

　

牛
堀
地
区
は
、
昭
和
55
年
か
ら
令

和
２
年
の
40
年
間
で
人
口
減
少
率
が

31
．
７
％
。
ま
た
、
平
成
７
年
か
ら

令
和
２
年
の
25
年
間
で
人
口
減
少
率

が
25
．
５
％
。
こ
れ
に
よ
り
令
和
4

年
4
月
1
日
に
潮
来
市
の
旧
牛
堀
町

地
区
が
一
部
過
疎
地
域
と
し
て
指
定

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
指
定
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
る
た
め
、
過
疎
債
な
ど

有
利
な
財
政
支
援
措
置
等
を
十
分
に

活
用
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
過
疎
地
域
を
脱
却
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

ど
う
対
策
す
る
の
か
？

答　

総
務
部
長

　

潮
来
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
の
素
案
策
定
に
向
け
た
事
業
の

洗
い
出
し
等
、
庁
内
の
調
整
を
図
っ

て
い
る
。
計
画
の
策
定
は
、
計
画
案

を
潮
来
市
議
会
全
員
協
議
会
へ
提
出

質問者 　飯
いい

島
じま

康
やす

弘
ひろ
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取
組
と
と
も
に
河
川
管
理
者
、
水
路

管
理
者
と
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
計
画
に
基
づ
き

進
め
て
い
き
た
い
。

問　

18
年
後
（
２
０
４
０
年
）
潮

来
市
の
将
来
人
口
は
６
，０
０
０
人

減
の
２
１
，０
０
０
人
と
想
定
し
て

い
る
。
行
政
コ
ス
ト
の
適
正
化
を
図

り
人
口
減
少
に
対
応
し
た
コ
ン
パ
ク

ト
な
街
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
中

で
、
時
代
に
逆
行
す
る
計
画
と
は

な
っ
て
い
な
い
か
？

答　

市
長

　

１
つ
の
事
業
を
す
る
に
は
、
測
量

や
計
画
作
り
、
実
施
計
画
、
そ
れ
か

ら
建
設
の
計
画
で
、
最
低
で
も
３
年

か
ら
４
年
か
か
る
。
こ
れ
を
幾
つ
も

計
画
の
中
に
盛
り
込
む
た
め
、
10
年

か
ら
20
年
の
事
業
も
出
て
く
る
。
計

画
倒
れ
で
は
な
く
て
、計
画
は
必
ず
実

行
す
る
と
い
う
思
い
で
、職
員
一
丸

と
な
り
こ
の
事
業
を
進
め
て
い
く
。

問　

今
回
の
事
業
に
お
け
る
市
民
協

働
は
主
に
行
政
主
導
で
あ
る
が
今
後

の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

総
務
部
長

　

花
植
え
実
施
に
向
け
、
企
画
調
整

課
で
協
議
し
て
い
る
。
あ
る
程
度
素

案
を
決
め
た
中
で
、
市
民
の
皆
様
に

も
花
植
え
の
計
画
作
り
か
ら
入
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
計
画
作
り
の
参

画
や
具
体
の
活
動
へ
の
参
画
、
進
行

管
理
ヘ
の
参
画
を
進
め
て
い
く
。
早

急
に
課
で
素
案
を
作
り
、
市
民
の
方

と
花
植
え
の
計
画
づ
く
り
を
進
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
今
後
取
り
組
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　

各
地
区
の
加
入
率
は
？

答　

総
務
部
長

問　
昨
年
6
月
一
般
質
問
で
日
赤
社
資

５
０
０
円
、
社
協
会
費
５
０
０
円
の
徴

収
の
方
法
に
つ
い
て
、
担
当
と
協
議
を

し
な
が
ら
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
が
そ
の
後
の
進
展
を
伺
う
。

答　

市
民
福
祉
部
長

　

こ
れ
ま
で
も
住
民
の
皆
様
に
日
本

赤
十
字
社
資
や
社
会
福
祉
協
議
会
費

の
協
力
を
お
願
い
し
て
き
た
が
、
全

国
的
に
も
、
鹿
行
地
区
他
4
市
も
、

本
市
と
同
様
に
自
治
会
や
町
内
会
、

区
等
を
通
じ
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
状
況
。
自
治
会
は
、
地
域
住

民
を
代
表
す
る
団
体
で
あ
り
、
自
主

防
災
組
織
も
兼
ね
て
い
る
の
で
、
災

害
援
護
の
活
動
や
地
域
福
祉
の
向
上

の
た
め
に
一
緒
に
活
動
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
と
考

え
る
。

問　

区
長
を
対
象
と
し
た
自
治
会
の

活
動
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
集
計
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

総
務
課
長

　

加
入
者
数
が
減
少
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
今
後
の
継
続
が
難
し
く
な

る
と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。
今
後
も

区
長
と
の
意
見
交
換
等
を
積
極
的
に

行
い
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　

日
の
出
地
区
の
自
治
会
の
存
続

の
危
機
を
市
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
か
伺
う
。

答　

総
務
部
長

　

日
の
出
地
区
は
比
較
的
賃
貸
住
宅

が
多
く
、
転
入
転
出
者
も
多
い
地

区
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取
組
が
効

果
的
か
、
ま
た
自
治
会
を
脱
退
す
る

世
帯
も
多
い
た
め
、
ど
う
す
れ
ば
再

度
加
入
し
て
も
ら
え
る
か
と
い
う
こ

と
も
含
め
、
令
和
3
年
度
末
実
施
の

区
長
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

地
元
区
長
と
の
意
見
交
換
等
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
効
果
的
な
取
組
を
模

索
し
て
い
き
た
い
。

問　

市
長
は
昨
年
6
月
一
般
質
問
で

区
費
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
近
い
状
態
が
望

ま
し
い
と
答
弁
し
た
が
そ
の
考
え
を

伺
う
。

答　

市
長

　

１
０
０
％
ゼ
ロ
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
が
、
４
，０
０
０
円
程
度
の
金

額
が
会
費
と
し
て
い
い
の
で
は
と
考
え

る
。
で
き
る
だ
け
少
額
の
会
費
に
し

て
、
加
入
し
た
ら
回
覧
板
で
情
報
が

入
っ
て
く
る
。
ま
ず
は
自
治
会
に
加
入

し
て
も
ら
う
こ
と
を
最
優
先
と
し
て
、

一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
い
か
な
い
と
今

の
ま
ま
で
は
自
治
会
は
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
考
え
て
い
る
。

問　

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
大
半

が
長
期
に
わ
た
る
計
画
と
な
っ
て
い

る
が
、
計
画
や
想
像
だ
け
で
実
現
性

が
あ
る
の
か
伺
う
。

答　

総
務
部
長

　

本
計
画
は
、
事
業
着
手
ま
で
の
期

間
を
約
３
年
と
す
る
短
期
、
約
５

年
と
す
る
中
期
、
約
10
年
を
想
定
す

る
長
期
の
３
つ
の
区
分
に
分
け
て
い

る
。
令
和
元
年
５
月
に
竣
工
し
た
津

軽
河
岸
あ
と
広
場
の
整
備
も
全
体
事

業
期
間
が
４
年
間
だ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
想
定
。
ま

た
、
事
業
の
推
進
は
、
市
民
協
働
の

質問者 　佐
さ

々
さ

木
き

徹
とおる

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

潮来地区

日の出地区

辻地区

延方地区

大生原地区

牛堀地区

潮来市全体

58.2

70.2

56.1

53.3

50.1

63.3

19.2

（％）
（令和3年8月1日現在）

一般通告質問

行
政
の
運
営
上
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
自
治
会
で
あ
る
が
、

特
に
日
の
出
地
区
に
お
け
る
加

入
率
の
低
下
は
顕
著
で
あ
る

「
日
本
一
の
水
路
の
ま

ち
」
に
つ
い
て
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問　

牛
堀
地
域
の
貴
重
な
地
域
資
産

の
活
用
で
過
疎
化
対
策
を
!!

答　

生
涯
学
習
課
長

　

牛
堀
地
区
に
は
、
観
音
寺
本
堂
や

島
崎
城
跡
等
、
県
指
定
、
潮
来
市
指

定
併
せ
て
28
件
の
文
化
財
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
未
指
定
だ
が
長
山
城
な
ど

の
貴
重
な
城
跡
も
あ
り
、
地
元
の

皆
さ
ん
も
整
備
を
進
め
て
い
る
。
地

域
活
性
化
に
向
け
て
、
郷
土
の
貴
重

な
財
産
な
ど
地
域
資
源
の
調
査
を
進

め
、
関
係
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

活
用
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

地
域
活
動
支
援
事
業
の
推
進
に

あ
た
っ
て
、
申
請
支
援
な
ど
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
と
思
う
が
!!

答　

総
務
部
長

　

令
和
４
年
度
の
新
規
事
業
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
下
に
お
い
て
、
各
区
会
が
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
持
続
や
再

開
の
た
め
に
実
施
す
る
事
業
に
対
し

上
限
10
万
円
を
補
助
。
ま
た
、
本
事

業
に
続
く
活
動
支
援
事
業
は
、
各
区

長
か
ら
の
意
見
を
伺
い
効
果
的
な
支

援
内
容
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

自
治
会
加
入
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
助
け
合
い
に
よ
る
安
心
・
安
全

歴
史
的
な
経
過
を
踏
ま
え
る
と
、
一

体
的
な
観
光
推
進
の
可
能
性
も
大
い

に
あ
る
。
今
後
様
々
な
商
品
に
結
び

つ
け
ら
れ
な
い
か
、
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問　

あ
や
め
園
や
桜
並
木
な
ど
の
樹

木
の
植
え
替
え
時
期
、
一
流
の
専
門

家
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン

を
創
り
あ
げ
て
い
く
、
長
期
的
な
目

標
あ
る
計
画
が
必
要
、
見
解
は
!!

答　

環
境
経
済
部
長

　

今
期
計
画
の
中
で
は
、
既
に
造
ら

れ
た
津
軽
河
岸
跡
広
場
と
の
結
び
つ

き
や
ま
ち
観
光
拠
点
と
の
関
連
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
が
、
次
期
計
画
に
向

け
て
、
専
門
家
の
意
見
や
庭
園
の
配

置
の
問
題
、
ま
ち
観
光
拠
点
と
の
動

線
の
結
び
つ
け
方
も
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
生
か
せ
る
よ
う
今
後
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

牛
堀
地
区
の
皆
さ
ん
の
意
識
や

意
見
を
聴
く
こ
と
が
大
事
な
ス
テ
ッ

プ
で
あ
る
と
思
う
が
!!

答　

企
画
調
整
課
長

　

計
画
を
全
員
協
議
会
に
提
出
し
た

後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行

い
、
そ
の
中
で
意
見
聴
取
を
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

で
あ
る
。
防
災
訓
練
の
工
夫
を
!!

答　

総
務
部
長

　

防
災
訓
練
は
、
日
の
出
地
区
を
中

心
に
日
の
出
小
学
校
を
メ
イ
ン
会
場

と
し
て
、
市
内
全
域
で
実
施
す
る
計

画
で
進
め
て
い
き
た
い
。
各
地
区
に

お
け
る
災
害
時
の
避
難
や
役
割
等
を

促
し
て
い
く
。
回
覧
板
や
広
報
紙
、

防
災
無
線
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ル

マ
ガ
、
公
式
ラ
イ
ン
等
を
活
用
し
周

知
を
図
る
。
こ
れ
か
ら
防
災
マ
ッ
プ

を
全
戸
配
布
予
定
。
配
布
に
先
立

ち
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
潮
来
市
デ
ジ

タ
ル
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に
て
公
開
。

区
長
回
覧
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
公

共
施
設
や
関
連
施
設
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
等
で
も
配
布
予
定
。

問　
継
続
し
た
自
治
会
支
援
が
必
要
!!

答　

総
務
部
長

　

潮
来
市
若
年
世
帯
の
定
住
促
進
助

成
金
の
要
件
に
、
区
へ
の
加
入
を
追

加
。
ま
た
、
潮
来
市
健
幸
づ
く
り
事

業
で
も
区
の
加
入
に
対
す
る
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
予
定
。
区
の
加
入
率

低
下
が
課
題
に
な
る
中
で
、
１
区
当

た
り
上
限
10
万
円
を
補
助
す
る
地
域

活
動
支
援
事
業
補
助
金
。
目
的
は
、

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
の
持
続
と
再

開
の
た
め
と
い
う
こ
と
で
、
区
長
会
の

役
員
会
、
各
区
長
へ
事
例
も
踏
ま
え

案
内
し
て
い
る
。
今
後
開
催
さ
れ
る

区
長
会
役
員
会
で
も
さ
ら
に
連
携
を

し
、
区
の
加
入
率
、
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

市
民
協
働
の
あ
や
め
園
に
す
る

た
め
に
も
諸
団
体
と
積
極
的
な
取
り

組
み
が
必
要
!!

答　

環
境
経
済
部
長

　

行
政
と
潮
来
市
商
工
会
、
水
郷
潮

来
観
光
協
会
と
定
期
的
に
定
例
会
を

開
催
し
、
情
報
共
有
と
課
題
の
解
消

に
向
け
た
協
議
の
場
も
つ
く
ら
れ
て

お
り
、
連
携
を
図
っ
た
中
で
市
民
が

主
人
公
と
な
る
運
動
が
つ
く
れ
る
よ

う
今
後
も
考
え
て
い
く
。

問　

あ
や
め
サ
ミ
ッ
ト
の
仲
間
と
し

て
近
隣
の
香
取
市
、
佐
倉
市
が
加
盟

し
て
い
る
。
ま
た
鹿
島
神
宮
、
香
取

神
宮
、
息
栖
神
社
の
三
社
め
ぐ
り
な

ど
広
域
観
光
の
推
進
を
!!

答　

環
境
経
済
部
長

　

地
理
的
条
件
や
利
根
川
の
舟
運
の

質問者 　石
いし

田
た

裕
ゆう

二
じ 気になるQ&A

潮
来
市
の
象
徴
で
あ
る

「
あ
や
め
園
」
を
、
さ

ら
に
市
民
の
誇
り
と
な

る
取
り
組
み
を
！

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ

た
牛
堀
地
区
の
活
性
化

に
つ
い
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復

活
、
活
性
化
に
つ
い
て
！

一
般
質
問

委
員
会
審
査

令
和
4
年
第
2
回
定
例
会
／

  

議
案
結
果
一
覧
・
議
案
質
疑

令
和
4
年
第
3
回
臨
時
会
／

  

国
へ
意
見
書
を
提
出

そ
の
他
の
議
員
活
動
／

  

自
治
功
労
者
表
彰
・
議
会
の
動
き
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返
礼
品
も
考
え
て
い
る
。
寄
付
額
30

億
円
の
境
町
を
参
考
に
、
市
全
体
で

目
標
に
近
づ
け
る
よ
う
努
め
る
。

問　

現
在
の
場
所
に
建
て
替
え
る
案

と
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
内
に
新
設
す
る

案
が
あ
る
と
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
発

表
を
受
け
て
、
当
市
の
考
え
方
針
を

伺
う
。

答　

市
長

　

新
ス
タ
ジ
ア
ム
候
補
地
の
企
画
提

案
書
を
５
月
31
日
に
提
出
し
た
。

新
ス
タ
ジ
ア
ム
候
補
地
の
考
え
方
を

3
つ
あ
げ
る
。
１
つ
目
、
サ
ポ
ー

タ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
。
２
つ
目
、
未
来

に
つ
な
が
る
ス
タ
ジ
ア
ム
と
し
、
経

営
を
安
定
さ
せ
る
場
所
に
立
地
す
る

こ
と
が
重
要
。
３
つ
目
、
観
光
資
源

を
活
用
し
て
活
性
化
を
図
る
。
そ
し

て
鹿
行
の
中
心
で
あ
る
こ
と
、
交
通

の
結
節
点
で
あ
る
こ
と
、
駅
が
２
つ

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
と
道
の
駅
を
抱
え
て
い
る
。
現
在

の
課
題
で
あ
る
塩
害
、
交
通
渋
滞
を

解
決
で
き
る
の
は
、
鹿
行
中
心
の
潮

来
市
。
た
だ
、
農
用
地
が
全
体
に
広

が
っ
て
お
り
規
制
が
か
か
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
鹿
行

5
市
の
潮
来
市
以
外
の
ど
の
自
治
体

が
企
画
書
を
提
出
し
た
か
は
承
知
し

て
な
い
。
ま
た
、
提
案
書
の
内
容
と

決
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
非
公
開
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
ご
了
承
を
賜
り
た

い
。

問　

指
定
さ
れ
た
事
由
は
？

答　

総
務
部
長

　

令
和
２
年
国
勢
調
査
を
踏
ま
え
、

40
年
間
で
人
口
減
少
率
が
31
．
７
％
、

25
年
間
で
人
口
減
少
率
が
25
．
５
％

と
な
り
、
ま
た
財
政
力
指
数
も
０
．

50
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
人
口

要
件
、
財
政
力
要
件
を
満
た
す
こ
と

と
な
り
、
過
疎
地
域
と
し
て
指
定
さ

れ
た
。

問　
時
限
立
法
の
過
疎
法
に
指
定
さ
れ

た
。
後
何
年
間
対
象
と
な
る
の
か
？

答　

企
画
調
整
課
長

　

９
年
間
対
象
と
な
る
。

問　

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？

答　

総
務
部
長

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
過
疎
債
を
中
心
と

し
た
有
利
な
財
政
支
援
措
置
が
あ

る
。
過
過
疎
債
は
、
充
当
率
１
０

０
％
、
元
利
償
還
金
70
％
が
普
通
交

付
税
で
措
置
さ
れ
る
地
方
債
で
、

ハ
ー
ド
事
業
、
ソ
フ
ト
事
業
に
活
用

可
能
。
有
利
な
財
政
支
援
措
置
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
。
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
過
疎
と
い
う
言
葉
の
イ
ン
パ

ク
ト
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
指
定
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
た
め
、
過
疎
債

等
活
用
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
形
成
及
び
地
域
資
源
等
を
活

用
し
た
地
域
活
力
の
向
上
が
実
現
す

る
よ
う
取
り
組
む
。

問　

税
制
・
行
政
措
置
の
優
遇
を
企

業
誘
致
に
Ｐ
Ｒ
を
有
効
に
活
用
す
べ

き
で
は
？

答　

総
務
部
長

　

こ
の
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
の
本

市
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
税
制
に
対
す
る
課
税
免
除
や
減

収
補
塡
処
置
等
を
講
ず
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
も
あ
る
。
た

だ
、
そ
の
計
画
を
こ
れ
か
ら
ま
ず
策

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

県
と
協
議
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
よ
う
な
手
続
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
企
業
に
対
す
る
税
制
措
置
を

ど
の
よ
う
に
優
位
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
け

ば
い
い
の
か
も
含
め
、
考
え
て
い
き

た
い
。

問　

指
定
さ
れ
た
の
は
旧
牛
掘
町
。

人
口
減
少
、
過
疎
対
策
は
潮
来
市
全

体
の
問
題
。
地
域
差
が
生
じ
な
い
よ

う
バ
ラ
ン
ス
よ
く
計
画
を
作
成
す
べ

き
で
は
？

答　

総
務
部
長

　

潮
来
市
過
疎
持
続
的
地
域
発
展
計
画

と
い
う
こ
と
で
潮
来
市
全
体
と
し
て
考

え
る
計
画
の
素
案
を
作
っ
て
い
る
。

問　

令
和
3
年
度
は
好
調
だ
と
聞
い

て
い
る
。
要
因
は
？

答　

企
画
調
整
課
長

　

主
に
２
つ
の
要
因
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
１
つ
目
は
、
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
、
今
回
、
楽
天
ふ
る
さ
と
納

税
の
サ
イ
ト
を
追
加
し
た
。
２
つ
目

は
、
事
業
者
を
20
社
か
ら
31
社
に
増

加
さ
せ
た
。
ま
た
、
返
礼
品
の
数
も

30
品
目
追
加
し
て
１
９
２
品
目
に

な
っ
た
。

問　

令
和
２
・
３
年
度
の
金
額
、
令

和
４
年
度
・
将
来
的
に
目
指
す
目
標

額
は
？

答　

総
務
部
長

　

令
和
２
年
度
の
寄
附
額
１
億
５
，

０
７
６
万
円
。
令
和
３
年
度
の
寄
附

額
１
億
８
，０
８
６
万
３
，０
０
０
円

は
、
令
和
２
年
度
の
寄
付
金
額
の
約

２
割
増
。
令
和
４
年
度
は
２
億
５
，

０
０
０
万
円
を
目
標
額
に
設
定
し
、

将
来
的
に
は
寄
附
額
10
億
円
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

問　

目
標
金
額
を
達
成
す
る
に
は
、

体
制
整
備
や
商
品
開
発
が
必
要
。
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答　

総
務
部
長

　

業
務
委
託
を
併
せ
て
進
め
て
い
る
。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
増
や
し
て
、
寄
附

額
10
億
円
を
目
指
す
。
そ
う
い
う
よ
う

な
委
託
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
業
務
の

量
を
見
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

答　

市
長

　

こ
れ
ま
で
の
返
礼
品
は
食
品
等
を

中
心
と
し
て
い
た
が
、
食
品
以
外
の

質問者 　兼
かね

平
ひら

直
なお

紀
き一般通告質問

過
疎
地
域
指
定
（
旧
牛

堀
町
）
を
チ
ャ
ン
ス
に
！

め
ざ
せ
10
億
、
ふ
る
さ

と
納
税
!!

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ス
タ
ジ

ア
ム
誘
致
に
手
を
挙
げ

た
の
か
！
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問　

県
か
ら
出
向
の
建
設
部
長
の
任

期
及
び
抱
負
は
？

答　

建
設
部
長

　

任
期
は
令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和

６
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
。
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
、「
暮
ら
し
を

楽
し
み
市
民
が
活
躍
す
る
水
の
郷
」

の
実
現
に
向
け
、「
日
本
一
の
水
路

の
ま
ち
基
本
計
画
」
に
基
づ
い
た
事

業
を
実
施
し
、
周
辺
地
域
の
活
性

化
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
度
向
上

を
図
り
、
潮
来
市
の
た
め
に
誠
心
誠

意
尽
力
す
る
。

問　

国
交
省
の
重
点
道
の
駅
、
自
動

運
転
サ
ー
ビ
ス
走
行
実
験
の
結
果
検

証
は
？

答　

総
務
部
長

　

潮
来
イ
ン
タ
ー
出
口
の
交
差
点
改

良
や
駐
車
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
を
進
め
た
。

ま
た
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
乗
降
場

の
機
能
強
化
は
検
証
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
。
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
は
、

計
６
日
間
で
37
便
を
運
行
、
１
３
２

名
の
方
が
乗
車
。
乗
り
心
地
や
今
後

の
利
用
意
向
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も

実
施
し
た
。
令
和
4
年
度
は
予
約
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
た
社
会
実
験
の
実

施
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
「
日
本
一
の
水
路
の
ま
ち
基
本

計
画
」
の
県
と
の
関
わ
り
は
？

答　

総
務
部
長

　

前
川
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
更
新
や

あ
や
め
橋
付
近
の
未
整
備
と
な
っ
て
い

　

本
市
出
身
者
の
応
募
は
27
組
。
そ

の
中
で
推
薦
に
漏
れ
た
の
は
７
組
。

嫁
入
り
舟
選
考
委
員
会
よ
っ
て
選
考

基
準
を
定
め
、
そ
れ
に
沿
っ
て
選
考

を
行
っ
た
。

再
問

7
組
が
推
薦
か
ら
漏
れ
た
。

応
募
者
全
員
が
嫁
入
り
舟
に
乗
れ
る

よ
う
な
方
法
は
な
い
か
？

答　

観
光
商
工
課
長

　

事
務
局
と
し
て
も
非
常
に
残
念
と
感

じ
て
い
る
。
今
回
、
ご
希
望
に
添
え
な

か
っ
た
方
の
中
に
は
、
来
年
度
、
応
募

す
る
こ
と
が
で
き
る
方
も
お
り
ま
す
。

ま
た
、
季
節
を
変
え
実
施
で
き
る
か
、

関
係
各
位
と
相
談
し
な
が
ら
、
実
施
に

向
け
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

嫁
入
り
舟
が
通
る
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
に
沈
没
船
や
係
留
さ
れ
て
い

る
船
が
あ
る
が
。

答　

観
光
商
工
課
長

　

あ
や
め
ま
つ
り
が
始
ま
る
前
に
、

管
理
者
で
あ
る
茨
城
県
潮
来
土
木
事

務
所
に
相
談
。
回
収
す
る
た
め
に
は
、

注
意
警
告
看
板
の
設
置
や
一
定
期
間
の

保
管
が
必
要
と
な
り
、
す
ぐ
に
対
応

す
る
の
は
難
し
く
、
ま
た
、
看
板
を
設

置
し
た
場
合
、
非
常
に
看
板
が
目
立

ち
、
景
観
を
損
ね
て
し
ま
う
た
め
、

あ
や
め
ま
つ
り
終
了
後
に
速
や
か
に
対

応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問　

あ
や
め
ま
つ
り
期
間
中
に
市
内

の
幼
稚
園
、
保
育
所
等
の
子
供
た
ち

が
無
料
で
乗
船
で
き
る
人
気
の
事
業

が
以
前
あ
っ
た
が
、
現
在
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

潮
来
市
商
工
会
青
年
部
の
事
業
だ
っ

た
が
、
令
和
4
年
度
か
ら
㈱
い
た
こ
が

主
体
と
な
り
運
営
。
今
後
は
あ
る
程

度
、
料
金
を
頂
い
て
対
応
す
る
予
定
。

る
河
川
管
理
用
通
路
を
整
備
し
、
に

ぎ
わ
い
の
場
の
創
出
の
支
援
や
策
定
し

た
計
画
の
推
進
を
図
る
べ
く
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
。

問　

県
民
の
森
の
柔
軟
な
運
用
や
利

活
用
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

令
和
２
年
12
月
に
茨
城
県
水
郷
県

民
の
森
利
活
用
事
業
公
募
要
項
が
制

定
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
事
業
が
公

募
さ
れ
る
等
、
県
民
の
森
の
利
活
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

令
和
3
年
度
に
終
了
し
た
県
の

補
助
事
業
「
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
事
業
」

の
結
果
検
証
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

令
和
元
年
度
３
．
８
ｈ
ａ
、
令
和

２
年
度
12
．
３
ｈ
ａ
、
令
和
３
年

度
７
．
９
ｈ
ａ
。
総
作
付
面
積
は

56
．
６
ｈ
ａ
。
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
事
業

者
以
外
の
担
い
手
の
方
々
の
耕
作
地

や
集
積
、
集
約
の
意
向
等
も
把
握
で

き
た
。
今
後
は
、
事
業
者
以
外
の
方

へ
の
集
積
・
集
約
を
進
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
経
営
規
模
を
拡
大
し
た

担
い
手
に
は
、
農
地
の
適
正
管
理
や

安
定
し
た
経
営
が
で
き
る
よ
う
今
後

も
県
、
市
及
び
関
係
機
関
連
携
の

下
、
必
要
な
助
言
及
び
指
導
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

問　

前
国
交
省
よ
り
出
向
の
建
設
部

長
か
ら
の
申
し
送
り
事
項
を
伺
う
。

答　

建
設
部
長

　

道
の
駅
及
び
水
郷
潮
来
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
周
辺
整
備
事
業
の
推
進
、
日

本
一
の
水
路
の
ま
ち
事
業
の
推
進
、

東
関
道
水
戸
線
潮
来
鉾
田
事
業
の
推

進
等
。
国
交
省
や
県
、
関
係
す
る
団

体
等
と
連
携
し
、
円
滑
か
つ
着
実
に

事
業
進
捗
が
図
れ
る
よ
う
努
め
る
。

問　

あ
や
め
（
花
菖
蒲
）
の
生
育
状

況
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

行
方
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
か
ら
指
導
も
あ
り
、
例
年
通
り

の
生
育
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

問　

イ
ベ
ン
ト
の
取
り
や
め
や
変
更

等
は
あ
る
か
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

園
内
で
行
っ
て
い
た
踊
り
や
飲
食

の
提
供
を
中
止
し
、
嫁
入
り
舟
の

ル
ー
ト
と
潮
来
囃
子
の
演
奏
は
例
年

の
ス
タ
イ
ル
か
ら
変
更
し
て
実
施
。

問　

嫁
入
り
舟
の
ル
ー
ト
が
ど
う
変

更
に
な
っ
た
の
か
。

答　

観
光
商
工
課
長

　

観
覧
者
が
分
散
し
、
密
に
な
ら
な

い
よ
う
運
航
の
距
離
を
延
長
し
た
。

問　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
人

気
の
高
い
嫁
入
り
舟
へ
の
本
市
出
身

者
の
応
募
状
況
、
そ
の
中
で
推
薦
か

ら
漏
れ
た
の
は
何
組
か
？
ま
た
、
選

考
方
法
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

質問者 　田
た

崎
さき

清
きよし 気になるQ&A

第
71
回
あ
や
め
ま
つ
り

に
つ
い
て

原
市
政
に
お
い
て
、
２

人
目
と
な
る
県
か
ら
出

向
の
建
設
部
長
と
県
と

の
パ
イ
プ
に
つ
い
て

一
般
質
問

委
員
会
審
査

令
和
4
年
第
2
回
定
例
会
／

  

議
案
結
果
一
覧
・
議
案
質
疑

令
和
4
年
第
3
回
臨
時
会
／

  

国
へ
意
見
書
を
提
出

そ
の
他
の
議
員
活
動
／

  

自
治
功
労
者
表
彰
・
議
会
の
動
き
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総務建設委員会
6月14日

付託された 件の補正予算を審査しました。

に各委員長が報告しました

 主な質疑
議案第28号
令和４年度潮来市一般会計補正予算（第３号）　〔所管科目〕

寄附金
　ふるさと寄附金　　2億円
問　集めた寄附金は、何に使うのか。
答　鹿島アントラーズ旧施設、練習場の改修に使う。

問　潮来市への２億円の寄附金は全てアントラーズに、潮来市には残らないが。 
答　 潮来市を全国に知ってもらうきっかけになればと考えている。寄附金はアントラーズへ渡す
が、潮来市の経費等の負担はない。

問　潮来市住民からも寄附できる？
答　 寄附できない。

ふるさと寄附金
って何？

「ガバメントクラウド
ファンディング」って
いって、潮来市に寄附
してもらったお金を鹿
島アントラーズに寄附
するものなんだよ。
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教育福祉経済委員会
6月15日

 主な質疑
議案第28号
令和４年度潮来市一般会計補正予算（第３号）〔所管科目〕

国庫支出金
　公立学校情報機器整備費補助金　　小学校　 110万2千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　中学校　　88万2千円
問　内容は？
答　 各学校で利活用している1人1台端末、GIGAスクール関係の運用支援に関わる補助金。令和4年
4月1日付で交付決定されたので、今回の補正予算で上程した。

県支出金
　自立・分散型エネルギー設備導入促進事業補助金　　20万円
問　内容は？
答　 新規に家庭用蓄電設備の設置を補助する事業。発電出力10KW未満のもので、発電される電力を
充放電できるものが対象。先着順に受け付けしており、１基あたり５万円を補助。

委員会での結果を議会最終日 

付託された 件の専決処分事項の承認、
件の条例改正、 件の補正予算を審査しました。

GIGAスクール
って何？

小中学校などの教育
現場で児童・生徒１
人１台のタブレット
とインターネットを
整備する取り組みの
ことだよ。
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・議案等2件を全会一致で可決
　市長から承認 件、議案 件が提出されました。

▼議決結果一覧
議案番号 議 案 表 題 等 内　　　　容 結果

承認第5号
専決処分事項の承認を求めることに
ついて（令和４年度潮来市一般会計
補正予算（第4号））

予算総額13,500,032千円とするもの
（48,702千円追加）

承認

議案第29号
令和4年度潮来市一般会計補正予算
（第5号）

予算総額13,580,516千円とするもの
（80,484千円追加）

原案可決

※今回の臨時会では、委員会に付託された案件はありません。

主
に
次
の
も
の
に
使
わ
れ
ま
す
。

・
地
域
密
着
型
老
人
福
祉
施
設
整
備
推
進
事
業
補
助
金　

３
，３
６
０
万
円

・
老
人
福
祉
施
設
開
設
準
備
経
費
助
成
事
業
補
助
金　

１
，５
１
０
万
２
千
円

新
し
い
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
整
備
や
開
設
準
備
経
費
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

主
に
次
の
も
の
に
使
わ
れ
ま
す
。

・
水
道
事
業
会
計
補
助
金

６
，４
７
１
万
３
千
円

　

原
油
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格
・
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価
高
騰
対
応
分
と
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て
、
水
道
基
本
料
金
の
３
か
月
分

（
８
月
・
９
月
・
10
月
請
求
分
）
を
減
免
す
る
も
の
で
す
。

・
給
食
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費
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策
事
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５
４
６
万
９
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円
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、
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騰
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給
食
の
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安
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を
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た
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わ
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す
。

・
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保
護
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負
担
軽
減
事
業
補
助
金

５
３
２
万
円

　

学
校
給
食
に
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け
る
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護
者
の
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担
を
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減
し
、
子
育
て
世
代
を
支
援
す

る
も
の
で
す
。
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潮
来
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））
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正
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算
（
第
５
号
）

令和4年
第3回臨時会
会期：7月7日（1日間）
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　長期にわたる新型コロナウイルス感染症の影響が収まらないなか、ロシアのウクライナ
侵攻による国際情勢の急激な変化、さらに急速な円安の進行が追い打ちをかけ、原油価格
をはじめとする燃料価格の高騰、あらゆる物価の上昇により、市民生活や中小企業・小規
模事業者、農林水産業などに幅広く経済的影響を及ぼしております。
　ついては、物価高騰に直面する市民の不安を解消するとともに、コロナ禍からの地域経
済活動の回復が確かなものとなるよう具体的な対策を講じることが急務であると考えてお
ります。
　よって、国におかれましては、燃料価格・物価高騰等から市民や事業者の生活を守る支
援策を講じるよう、下記の事項を早急に実施することを強く要望します。

記
１　 原油、天然ガス等の高騰に伴い、市民生活に直結する電気・ガス等の安定供給と公共
料金の補助・給付等の支援、特別措置を講ずること。

２　 中小企業・小規模事業者等の燃料価格高騰に係る転嫁円滑化、資金繰りと事業経営支
援の強化を講ずること。

３　 農林水産業関係の燃料価格・穀物高騰対策等の支援を講ずること。

４　 地方自治体が弾力的な運用を可能とする「地方創生臨時交付金」などの財源措置を講
ずること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
 令和４年５月３１日
 茨城県潮来市議会

原油価格・物価高騰等から
市民の生活を守る緊急対策を求める意見書

議員全員の賛同により、第2回定例会で発議し、国に意見書を提出することが可決されました。
意見書は地方自治法第99条に基づき、潮来市議会の意見として提出しました。

提出先
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、農林水産
大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、内閣府特命担当大臣（経済財政政策）

意見書の内容

国に意見書を提出
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水郷潮来あやめ園整備事業・一人一鉢運動
5月8日、7月2日に水郷潮来あやめ園にて、議員有志
がボランティアの方々や市の職員と一緒に除草作業を
行いました。

水郷潮来あやめ園にてお客様ご案内
第71回水郷潮来あやめまつり期間中に水郷潮来あや
め園にて、議員有志が潮来市議会の半纏を着用し、お
客様のご案内やろ舟乗り場での補助等を行いました。

荒川区議会議員来訪のおもてなし
6月14日、15日の2日間で荒川区議会議員のみな
さまが潮来市に来訪された際のおもてなしをしま
した。嫁入り舟や愛友酒造の見学、手漕ぎのろ舟
に乗船しました。

前川運動公園ハナモモ育樹活動
5月29日に前川運動公園にて、議員有志がハナモ
モオーナーの方々や市の職員と一緒に木の剪定や
除草作業を行いました。

ゲートパーク植栽作業
6月12日にゲートパーク（東関道潮来IC入口付近）
にて、植栽作業を行いました。ポーチュラカやニチニ
チソウを植え、コスモスの種を蒔きました。見頃は7
月下旬～ 8月上旬頃です。

第44回水郷潮来シティレガッタ
6月26日に第44回水郷潮来シティレガッタが行わ
れ、潮来市議会から2チーム、エントリーしました。
男子160歳以上の部で1チームが優勝、もう1チー
ムが準優勝でした。

その他の議員活動
こんなことも
しています！
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▼6月
 5日 八丁目山車車輪竣工記念式典 議　長　

 8日 第2回定例会　一般質問（5名）

 9日 第2回定例会　一般質問（4名）

10日 第2回定例会　議案質疑・委員会付託

 全員協議会

11日 ゲートパーク除草作業 議員有志

12日 ゲートパーク植栽作業 議員有志

14日 令和4年度行方地域

 　　　　農業改良推進協議会通常総会 議　長　

 総務建設委員会

15日 教育福祉経済委員会

 荒川区議会議員来訪　意見交換会 関係議員

16日 荒川区議会議員表敬訪問 関係議員

17日 第2回定例会閉会

19日 第71回あやめまつり閉会

21日 令和4年度第1回

 　　潮来市地域公共交通活性化協議会 議　長　

22日 令和4年度潮来市悠々塾開校式 議　長　

 令和4年度潮来市農業再生協議会総会 議　長　

23日 令和4年度鹿島港振興協会通常総会 議　長　

26日 第44回水郷潮来シティレガッタ 議員有志

　この度、全国市議会議長会から薄井 征記 議員（写真左端）と今泉 利拓 議員（写真左から2番目）が
表彰規定に基づく21年表彰として、特別表彰を受けられました。また、茨城県市議会議長会から笠間 丈
夫 議員（写真右端）に感謝状の贈呈がありました。おめでとうございます。

自 治 功 労 者 表 彰

▼5月
 8日 水郷潮来あやめ園整備事業 議員有志
 ゲートパーク除草作業 議員有志
10日 議会運営委員会 関係議員
11日 学校給食試食会 関係議員
16日 議会運営委員会 関係議員
17日 総務建設委員会協議会 関係議員
 「日本一水路のまち」現地視察 関係議員
18日　教育福祉経済委員会協議会 関係議員
19日　茨城県市議会議長会正副会長会 議　長　
20日　第71回あやめまつり開会式 議　長　
24日　全員協議会
25日　第20回市長杯クロッケー・輪投げ大会 議　長　
26日　議会運営委員会 関係議員
27日 令和4年度商工会通常総代会 議　長　
29日 前川運動公園ハナモモ育樹活動 議員有志
31日　第2回定例会開会

議 会 の 動 き
▼4月
 1日 農業委員会初総会 議　長　
 6日 議会運営委員会 関係議員
 8日 令和4年度潮来市概要説明会 議　長　
 区長会総会 議　長　
12日 第15回新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
 全員協議会
13日 茨城県東市議会議長会定例会 議　長　
15日 令和4年第2回臨時会
17日 アントラーズホームタウンデイズ潮来の日 議　長　
18日 茨城県市議会議長会理事会 議　長　
19日 連合会長杯グラウンドゴルフ大会 議　長　
21日 水戸神栖線・玉里水戸線道路
　　　　　建設促進期成同盟会会計監査 議　長　
 第31回全国市町村交流レガッタ潮来大会実行委員会 議　長　
27日 市営大生住宅跡地利活用説明会 議　長　
28日 令和4年度潮来市高齢者クラブ連合会定例総会 議　長　
29日 前川運動公園人工芝サッカー場竣工記念式典
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　今回の表紙は、認定こども園 慈母学園の
年長クラスの子どもたちがライフジャケット
を着用し、手漕ぎのろ舟に乗船している様子
です。マスク越しですが、ニコニコしている
様子が伺えます。
　早くマスクなしでお友達と遊べる日が来る
といいですね。
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暑
い
日
が
続
い
て
お
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が
、
市
民
の

皆
様
に
お
か
れ
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し
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は
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
、
世
界
中
を
巻
き
込
ん
で
い
る

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
深
刻

な
人
道
危
機
を
招
い
て
い
る
の
み
で
は
な

く
、
世
界
中
の
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
特
に
、
原
油
高
騰
に
よ
る
影
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は
、
電
気
料
金
の
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上
げ
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ガ
ソ
リ
ン
価

格
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昇
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ま
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ん
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者
物
価
全
体

ま
で
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せ
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ま
す
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５
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・
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守
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。
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。
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一

動画サイト
ＱＲコード

動画でみる！ 市議会
　あなたの住むまちで何が話し合わ
れているのか、気になりませんか？
会議の様子をライブ配信（生中継）・
録画配信しています。スマートフォ
ンやタブレットからもご視聴いただ
けます。ホームページからアクセス
してください。

ろ舟乗船表紙の説明

議会を読もう
　議会だよりは、年4回定例会（3月、6月、
9月、12月）後に発行されます。なるべく早
くみなさまに情報を届けたいという思いで、
昨年度までの発行日より約半月早めた4月、7
月、10月、1月に発行します。ぜひ、ご覧く
ださい。

傍聴してみませんか？
　市議会では、市民のみなさ

んの生活に直結した重要な問

題が審議されています。

　議員の活動状況や市政の内

容を知るためにも、ぜひお越

しください。

※ 感染症対策にご協力をお願

いいたします。

次の定例会は

8月31日水
開会予定

※ 会期日程は、ホー
ムページをご覧く
ださい。

議会広報
編集委員会

今を担う私たちのために今を担う私たちのために
未来を担う子どもたちのために未来を担う子どもたちのために

PPublic ublic RRelationselations
パブリックリレーションズパブリックリレーションズ

本来の意味は本来の意味は
公共の・公衆の良好な公共の・公衆の良好な
関係づくり・結びつき関係づくり・結びつき

親しまれる議会だよりをめざし「みらい」親しまれる議会だよりをめざし「みらい」
の紙面づくりに取り組んでまいります。の紙面づくりに取り組んでまいります。


